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【論 文 】

大学 における リサイクル市の中断,再 起

および継続運営 に関わ る要因分析

井 山 慶 信*・ 竹 田 慶**・ 早 瀬 光 司*

【要 旨】 多 くの大学で 「リサイクル市」が実施 されているが,継 続阻害要因が多数存在 し広島大学で

も2000年 に一時中断した。 過去の運営データを収集 し分析 した結果,ス タッフ不足による 「肉体的疲

労」の増大,来 場者殺到による 「精神的疲労」の増大,疲 労の大きさに対する 「満足感 ・達成感」の不

足 という三点の継続阻害要因が示 された。 この三点への対策として 「スタッフ募集の強化」 「来場者の

分散」「寄付 という新たな目標の設定」を行い2001年 に リサイクル市を再起 した。スタッフ数増加によ

り肉体的疲労は軽減され,寄 付 という社会貢献の実施により満足感 ・達成感も向上 したが,来 場者殺到

による精神的疲労は改善 されなかった。そこで2002年 は 「抽選方式による購入」や 「購入者を学生に

限定」など改善策を導入 し精神的疲労も解決することができた。広島大学での分析結果を基に他の大学

でも参考 となりうるリサイクル市継続運営チェックシートも作成できた。
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1.は じ め に

地球環境問題が深刻となっている現在,様 々な環境負

荷削減のための取り組みが行われてきている。特に廃棄

物問題に関 しては,「 大量生産,大 量消費,大 量廃棄」

型の経済社会か ら脱却 し,環 境への負荷が少ない 「循環

型社会」を形成することが急務 とされている1-9)。そ の

ため,「 循環型社会形成促進基本法10,11)」が2000年6月

に公布され,そ こでは 「循環資源の全部又は一部のうち,

再使用をすることができるものについては,再 使用がさ

れなければならない10.11」と規定されている。他にも,

「資源の有効な利用の促進に関する法律(資 源有効利用

促進法)10,11)」「容器包装に係る分別収集及び再商品化の

促進等に関する法律(容 器包装 リサイクル法)10,11)」「特

定家庭用機器再商品化法(家 電 リサイクル法)10,11)」な

どのリユース,リ サイクルに関する法制度および社会 シ

ステムも徐々に整い始めている。

このような状況の中,大 学においては毎年,卒 業 ・入

学時期に,独 り暮 らしを終えた卒業生が大量の生活用品,

家電製品などを粗大 ごみとして排出し,逆 に独 り暮 らし

を始める新入生は同様の製品を新 しく購入するという現

象が繰 り返されている。 ここでの物の流れに着目し,環

境負荷削減の取 り組みとして行われているのが,「 リサ

イクル(リ ユース)市12)」 である。卒業生から新入生に,

まだ十分使える物品を橋渡 しすることにより,環 境面で

廃棄による負荷 と製造による負荷の両方を同時に削減す

ることができ,ま た経済面でも新生活開始時の出費を削

減できるという利点 もある。 「リサイクル市」 の取り組

みは全国の大学に広がっており,実 施大学は京都大学12)

を始 め二十数大学に及んでいる。また,実 施 していない

地域での卒業生,新 入生に対するアンケートによると,

リサイクル市のような リサイクルシステムに対する関心

は非常に高く13),今 後 リサイクル市の必要性はさらに増

していくと考えられる。
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2.目 的

多 くの大学で 「リサイクル市」は,学 生で構成された

実行委員会や環境サ-ク ルが中心となって運営を行 って

いる。運営を学生が行っているため,必 ずスタッフの入

れ替わりがあり,組 織として運営メンバーの維持やボラ

ンティアの募集,大 学との協力,当 日の負担,業 務の引

き継ぎなどの点で,継 続を困難とさせる要因が多 く存在

している。広島大学では,環 境問題に関心のある学生が

作 っている総合環境サ-ク ル 「EcoPage」 が,環 境負

荷削減を目的に1997年4月 「広島大学 リサイクル市」

を立ち上げることができ14),そ の後1998,1999年 は継

続 して運営することができた。 しか しなが ら2000年 は

継続運営が困難な状況が生 じ中断された。大学での リサ

イクル市立ち上げの側面に関する分析は報告されている

が14),維 持継続させるための研究はなされていない。広

島大学のみならず リサイクル市を中断する人学 もいくつ

か現れているため,リ サイクル市の維持継続のための研

究が必要である。

本研究では広島大学を一つ の実験系 として,大 学にお

けるリサイクル市の継続が困難となった要因を人的負担

や経済的側面などの様々な観点か ら分析 ・抽出し,2001

年 に再びリサイクル市を立ち上げ,そ の際に試行する改

善策の効果について検証することを目的とする。立ち上

げ継続運営 した経過から継続阻害要因を再分析 して整理

し,他 の大学でも参考となりうるリサイクル市継続運営

チェックシ-ト を作成する。

3.リ サイクル市 の中断

3.1リ サ イクル市の経緯(1997年 ～1999年)

1996年,当 時は京都大学12)など3ケ 所程度 しか リサ

イクル市を行 っていない状況において,広 島大学では総

合環境サ-ク ル 「EcoPage」(当 時スタッフ7名)が リサ

イ クル市 の企 画,交 渉 を 行 い,1997年4月 に実 施 した14)。

そ の 後 も こ の環 境 サ ー ク ル の 中 心 的 イ ベ ン トと して,

1998,1999年 と リサ イ ク ル市 を企 画 し,物 品 を提 供 した。

しか し,1999年 の リサ イ ク ル市 終 了 後,EcoPageの 活

動 は休 止 し,他 の団 体 が企 画 す る こ と もな か った た め,

リサ イ ク ル市 は結 果 的 に3年 で 中断 して しま った。

3.2リ サ イクル市中断の要因分析

3.2.1過 去 の運営状況のデータ収集 とスタッフへの聞

き取り

インタビュ-の 手続きとして2000年11月,前 報14)の

筆者であり1997年 リサイクル市のリ-ダ ーである吉田

宣幸氏に連絡を取り,吉 田氏を通 じて1998,1999年 の

リーダー,吉 田氏を含む計3名 に対 し,リ サイクル市で

の物品 ・業務 ・指示の流れや,運 営状況に関するデータ

(物品保管場所,運 搬手段,会 計収支,提 供物品数,物 品

提供者数,来 場者数,ス タッフ数,開 催日数),リ サイク

ル市実施後の状況(会 場の雰囲気,ス タッフの疲労度や

感想,運 営での良かった点,悪 かった点など)につ いて,

ア ンケ-ト を郵送 し,そ の後詳細について電話で聞き取

りを行 った。 リサイクル市の全体を把握するためFig.

1に ス ター トから終了までの物品 ・業務 ・指示の流れを

示 した。また,Table1に 物品保管場所,運 搬手段,物

品提供者数,来 場者数,ス タッフ数,開 催 日数の推移を

示 し,Fig.2に 収入,倉 庫に関す る支出,倉 庫代を除

く支出と提供物品数の継年変化を示 した。Table1,Fig.

2お よび聞き取 り内容を基に,以 下の節で法的 ・経済

的 ・人的の3つ の側面か ら継続阻害要因について分析 し

考察する。

3.2.2法 的側面か らの要因分析

1999年 まで法的問題は無 く14),2000年 に新 しい法律

ができた訳で もない。家電 リサイクル法に関 しても

2001年4月 に施行であり,2000年 の段階では影響を受

けていないため,法 的要因による中断ではなかった。

Fig.1 The flow of are cycle market
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3.2.3経 済的側面からの要因分析

Fig.2に 示 したように,提 供物品数は,1997年14)は

最初の年であったため比較的少なかったが,1998,1999

年 は1997年 の2倍 以上に増加 しており,数 量として十

分な量が継続 して提供されている。提供物品数が極端に

少なければ リサイクル市の継続が困難となるが,大 学内

での認知度も高まっていたため,そ の後も一定以上の提

供数が見込める状況であった。また会計収支に関 しても,

倉 庫の費用を除いた支出額は大きく変化 してお らず,こ

の支出はレンタカー代,ガ ソリン代,電 話代が主であり

定常的なものである。そして倉庫を含めた支出額 も,売

上で十分カバーすることができていた。 リサイクル市は

営利目的でないため,も ともと黒字を極力抑えるような

料金設定(新 品価格の1割 程度)を しており,そ れでも

98年 には収入があまりにも多過ぎたため99年 は売 り値

を調整 して収支をゼロに近付けたという状況であった。

価格が安いため少々値上げをしても売れ行 きに影響はな

いので,仮 に支出が増える場合があっても対処できる余

裕が十分あった。以上のことから経済的側面での中断で

はなかったということができる。

3.2.4人 的側面からの要因分析

では何が中断の要因であったのか。1999年 の運営代

表者へのインタビュ-お よびアンケー ト調査より,組 織

が消滅 した理由として 「後任者がいなかった」との回答

をもらった。 また,リ サイクル市を継続させていく上で

一番ネックとなることは 「中心となる人(組 織)の 継続

性」であることがわかった。スタッフおよび中心的人材

の確保が,継 続する上での重要な要素であると確認され

た。

また,運 営上の課題として,ス タッフの肉体的疲労や

精神的疲労の大きさがあげられていた。満足度や疲労度

に関して1997年 ～1999年 の代表者らに5段 階評価で質

問したところ,満 足度は3(普 通),肉 体的疲労度は4

(疲れた),精 神的疲労度は4(疲 れた)～5(大 変疲れ

た)と いう答えであった。疲労がひどかった理由として

「仕事の量がスタッフのキャパシティを超えていた」 こ

とがあげられていた。

肉体的疲労 を見るために,労 働量の原単位として,

Fig.3に スタッフ一人 あたりの提供物品数を示 した。

1997年 に比べ1998,1999年 はスタッフ数が減少 してい

るにもかかわ らず,Fig.2に 示 したように提供物品数

が増加 したため,労 働原単位が大幅に増加 した。労働原

Table1 Situations of recycle markets at Hiroshima University

*1 : free of charge

*2 : excepting volunteers

Fig.2 Annual expense, income and then umber of

 offered goods
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単位が低かった1997年14)で さえ当時の代表者は,「事業

での大きな疲労感 と新スタッフ確保の難 しさ」を痛感 し

ており,継 続性に関 しては限界を感 じていたことがわ

かった。 このことが,上 で述べた肉体的疲労の増加を指

し示 している。

また,リ サイクル市当日はバ-ゲ ンセ-ル に似た殺到

して押 し寄せるような雰囲気があり,そ れがスタッフに

大きな精神的疲労を与えていた。それは購入方法が物品

購入申込書に物品番号を記入 し,先 に提出した者か ら購

入できる 「早い者勝ち」方式であったため,安 くて質の

良いものを我先に手に入れようと開催直後か ら客が殺到

し,ス タッフと客および客同士の トラブルが発生 してい

たからである。 スタッフにとって金銭を儲けることが リ

サイクル市の目的ではなく,和 やかな雰囲気の中で新入

生にゆっくり楽しんで商品を選んでもらうことを前提と

していたので,混 雑や喧騒,ト ラブルなどが生じた現実

とスタッフの前提 との間にギャップが生じ,精 神的疲労

の要因 となっていた。 聞き取 りでも,「 初あて参加する

スタッフにとっては,喧 騒や騒音などの精神的ショック

が非常に大きかった」 という意見が出ており,来 場者の

殺到という精神的疲労が中断要因の主要な一側面である

ことがわかった。

さらに,1997年 ～1999年 は リサイクル市を実施する

ことのみが活動の目的であったため,終 了後スタッフは

疲れただけで満足感 ・達成感が薄かったことがイ ンタ

ビューによりわかった。収益があったにもかかわらず満

足感 ・達成感が薄か ったのは,収 益の使い道がなかった

か らと考え られる。1998,1999年 は大きくなり過ぎた収

益を消費するために,急 遽スタッフの疲労に対する補助

として収益の多 くを弁当代などに割り当てた。 しか し,

この行為は満足感 ・達成感の向上にはっなが らなかった。

収益をバイト代としてスタッフ全員に分配するという案

も出たが,金 銭目的で活動 している訳ではなくそれには

反対の意見が多く,分 配することも満足感 ・達成感の向

上にはっながらなかった。収益金の活用などリサイクル

市実施以外の目的が無かったことによる満足感 ・達成感

の不足 も中断要因の一つ であることがわかった。

このように1998,1999年 と肉体的疲労 ・精神的疲労の

原因が解決されず満足感 ・達成感の向上 も得 られなかっ

たため,人 材を確保することが困難 となりリサイクル市

が中断 したと考えられる。いかに施設や提供物品数,利

益が十分にあろうと,根 源的に人的側面を十分考慮に入

れて活動 しなければ,肉 体的疲労および精神的疲労が大

きくなり継続が困難になることが示された。肉体的疲労

および精神的疲労を軽減 させスタッフが効果的に満足

感 ・達成感を得られるようにすることが,人 材を確保 し

リサイクル市を継続させていくために必須である。

4.リ サイクル市の再立ち上げ(2001年)

2000年11月,環 境問題に関心があり何か行動を した

いという有志たちが新たな環境サ-ク ル 「えこ・ペー

じ」を結成 し,サ ークルの企画の一つとして,中 断して

しまった広島大学 リサイクル市を再び実施 しようと活動

が始まった。過去のリサイクル市を経験 したことのある

スタッフは全 くいなかった。 このサー クルの リーダーで

ある参与者の竹田と参与者でない研究者井山,早 瀬は3.

2で 分析 したリサイクル市継続阻害要因に対 して改善の

ためのいくつかの仮説を立て,再 立ち上げを行った際に

どのような効果があるか検証を試みることとした。

リサイクル市再起にあたり,継 続阻害要因である 「肉

体的疲労」「精神的疲労」「満足感 ・達成感の不足」への

対策として,以 下の運営改善を行った。

まず 「肉体的疲労」への対策として,ス タッフの数を

十分に確保するため,新 たなスタッフや リサイクル市当

日の前後で手伝 ってくれるボランティアの募集に力を入

れることにした。アルバイ トのスタッフを雇うという案

もあったが,あ くまでも利益 目的の活動ではないことと

「中間同士の一体感を大切にしたいということからボラン

ティアという形にした。さらに,ス タッフの役割を明確

Fig.3 The unit of laboring
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化し効率的に運用するため,全 員を 「宣伝」「会計」「回

収」「管理」「配達」「当日企画」の6つ の係に分担 し,

互 いに進行状況を把握 しながら,係 毎に業務を進めてい

くこととした。タイムテーブルや簡易マニュアルも作成

した。

「精神 的疲労」に対 して は,最 もス トレスの大きい

「バーゲンセールのような来場者の殺到」を緩和するた

め,物 品の配置場所を拡大 し,ま た物品の展示数 も午前

と午後に配分することにより,混 雑を分散させることと

した。さらに開催途中から,物 品と来場者との間にロー

プを張り,離 れたところから物品を見てもらうようにし

た。価格の基準 は原価の約一割に設定 し,50円 均一や

無償提供のコ-ナ ーも設置 した。

「満足感 ・達成感」 を向上させるため,収 益を環境保

護や災害援助活動を行っているNGO3団 体 に寄付する

こととした。環境負荷削減 という目的の他に,社 会貢献

にあたる 「寄付」という新たな目標を設定 し,そ れを目

指 して運営を行 うこととした。 これはもともと金銭 目的

の活動ではなかったので,寄 付 という形になった。

5.リ サイクル市運営改善効果 の検証 と考察

(2001年)

2001年4月 に新たな リサイクル市を実施させること

ができた。スタッフ数は過去3年 の6～7名 から2001

年 は15名 と,倍 以上確保することができた。 そのため

提供物品数の増加にも対応で き,Fig.2に 示 すように

1998年 や1999年 よりも労働原単位を半分以下に軽減す

ることができた。 また,ス タッフの役割や責任を分担さ

せたことにより,負 担が一人に集中することもな く,肉

体的疲労を大幅に軽減でき有効であった。

精神的疲労の主要因である 「来場者の殺到」への対策

として,販 売会場の拡大による物理的分散と,物 品の時

間差展示による時間的分散を試みたが,2001年 も来場

者による殺到 ・混雑は激 しく,精 神的疲労改善の効果は

あまり示されなかった。精神的疲労の軽減に関 しては

2002年 以降でさらなる対策が必要となった。

満足感 ・達成感への対応として,寄 付という社会的貢

献を第二の目的 とすることにより最終的に21万 円 もの

寄付を行うことができた。 リサイクル市の成功と廃棄物

削減による環境への貢献に加え社会的貢献 も十分に達成

できたことにより,ス タッフの満足感 ・達成感は以前よ

りも向上 した。

6.リ サイクル市継続運営の成功(2002年)

2001年 の リサイクル市再起を踏まえ,2002年 はさら

に改善を加えた上で実施 した。主な改善点 とその効果に

ついて以下に述べる。

最 も改善が必要な点は,ス タッフの精神的疲労の原因

である 「来場者の殺到」であった。回避する取 り組みと

して,物 品(小 物を除 く)の 購入方法を 「早い者勝ち方

式」から 「購入希望者の中から抽選で決定する方式」に

変更 し,購 入者 も今までの 「無制限」から 「学生のみ」

に制限した。抽選については1家 族につき1枚 の番号札

を配付 し,午 前と午後に分けて抽選を行った。これによ

り急いで購入する必要が無くなったため来場者はじっく

り選ぶことができ,会 場の雰囲気も穏やかなものとなっ

た。精神的疲労の解決において抽選方式は非常に効果的

であった。また,購 入者を 「学生のみ」に制限すること

により,学 生同士の落ち着いた雰囲気を作り出すことが

でき,こ のことも来場者の殺到を回避することに貢献 し

た。

肉体的疲労に関 しては,2001年 の経験を基に係毎の

マニュアルや管理ノートなどを作成 した。マニュアルが

あることで初めてのスタッフでも仕事を確実に把握 し効

率的に動 くことが可能 とな った。また,Table1と

Fig.2に 示すように物品提供者数や提供物品数は今ま

での最高値 となっていたが,ス タッフ数の増加により

Fig.3に 示 したように労働原単位は2001年 よ りも減少

し,肉 体的疲労の問題 も発生 しなかった。 さらに2002

年か ら会場を屋内に移 したことにより,天 候による影響

がなくなり会場設営や商品搬入の点でも負担は軽減され

た。

満足感 ・達成感については,寄 付に関 しては継続 して

行っているためスタッフの満足感 ・達成感は向上 した。

売上が増加 しているので,寄 付以外のさらなる活用方法

についても現在検討 している。また,リ サイクル市は人

と人とが強 く関わる催 しであるので,メ ッセー ジカー ド

による言葉の橋渡 しを物品提供者 ・リサイクル市スタッ

フ ・物品購入者の三者の間で行 った。購入者にもスタッ

フにもメッセージカー ドは非常に好評で,そ れが満足感

や達成感につながった。

「家電 リサイクル法」の施行による対象物品の取 り扱

いに関 しては対策を講 じた。2001年4月 の法施行後は,

家電四品目(テ レビ,冷 蔵庫,洗 濯機,エ アコン)を 処

分する際,消 費者は再資源化のためのコストを負担する

ことが義務 となった。そのため,処 分費用を浮かすため

に廃棄同然の質の悪い物品が リサイクル市に提供される

可能性があった。2001年 までは受け取 りに関する基準
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を設けなかったが,2002年 か らは新入生が卒業 までの

4年 間使用することができるよう,収 集は原則的に6年

前までの年式に制限 し,回 収時の品質チェック ・物品の

掃除の徹底 ・売れ残った場合の処理の仕方などについて

もマニュアルを作成 し対応 した。その結果,2002年 に

売れ残ったリサイクル家電は冷蔵庫1台 のみであり,有

償で処分 した。

7.他 大学でも参考とな りうるチェックシー ト

の作成

大学の規模や特性によって リサイクル市の形態も様々

変化するが,本 研究での分析結果を基に,一 般の大学で

も参考 となりうるリサイクル市継続運営のためのチェッ

クシー トを作成 しTable2に 示 した。

肉体的疲労の軽減 としては,ス タッフや当 日ボラン

ティアの確保が最重要課題である。 さらに,大 学や大学

生協 との協力体制確立や物品回収 ・配達の効率化 も,肉

体的疲労の軽減策 として必要 とした。精神的疲労の軽減

では,来 場者のコントロールが最 も重要であり,適 切な

展示 ・販売方法を選択する必要がある。同様に,新 入生

が落ち着いた雰囲気でゆったり楽 しく購入できる場を提

供することも重要 とした。満足感 ・達成感の向上のため

には,収 益の使い道や目的を明確にする必要がある。ま

た,メ ッセージカー ドなどを用いて,物 品提供者や購入

者およびスタッフの間でコミュニケーションをとること

が,満 足感につながると考えられる。その他,運 営にお

いて運搬手段 と保管場所の確保は重要な要素である。さ

らに,提 供物品の品質 レベルを確保することも必要であ

り,家 電 リサイクル法への対応 も今後さらに重要 となっ

て くる。

以上のチェックシー トを有効活用することにより,他

大学で も継続阻害要因を低減 し継続運営を可能にすると

期待される。

8.ま と め

過去の運営データを収集 し分析 した結果,2000年 の

広島大学 リサイクル市の中断は,法 的側面や経済的側面

によるものではなく,「スタッフおよび中心的人材の不

足」という人的側面による中断であった。人材不足 と

なった要因が,ス タッフ数の不足による 「肉体的疲労」

の増大,来 場者の殺到による 「精神的疲労」の増大,疲

労の大 きさに対する 「満足感 ・達成感」の不足であるこ

Table2 Check points for sustainable management of a recycle market

表2リ サ イ クル市 継 続 運 営 の ため の チ ェ ッ ク シー ト
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とがわかった。 リサイクル市の継続運営において 「肉体

的疲労」「精神的疲労」「満足感 ・達成感」の三点に対す

る改善は必要不可欠であり,中 断後の2001,2002年 で

はこれら三点の改善により継続阻害要因を大きく低減す

ることができた。2003年 の広島大学 リサイクル市 も,

上記要因の改善がさらに深化され,ス タッフ ・客とも非

常に穏やかでゆったりした雰囲気で順調に行われた。広

島大学での分析結果を基に,他 大学で も参考となりうる

リサイクル市継続運営チェックシー トも作成できた。 リ

サイクル法の施行により 「有償で処分するよりはまだ使

えるので リサイクル市に提供 しよう」という傾向が今後

強 くなってきており,こ れから全国各地でこのような リ

サイクル市の輪が広がることが大きく期待される。
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Abstract

•g Recycle markets•h have been carried out at many universities, but due to the large number of 

prevention factors that continue to exist, the markets have been discontinued. The recycle market at 

Hiroshima University was stopped in 2000. After analyzing past data, results showed that the 

continuation of recycle markets were not feasible due to human conditions, such as staff numbers 

being insufficient; this was due to an increase in •gphysical exhaustion•h and •gmental stress•h with a 

decrease in the •gfeeling of satisfaction and achievement.•h Three main problems had to be tackled in 

order to change the situation, so a campaign was developed in order to: 1) Recruit a robust volunteer 

staff; 2) Welcome and manage visitors; and 3) Create a new purpose by showing that participation 

is a positive contribution, and the recycle market at Hiroshima University was restarted in 2001. 

Sustainable management of the recycle market was possible when these three factors were taken 

into consideration and tackled. The new-spirited Hiroshima University example can definitely be 

followed in order to continue markets at other universities too.

Key words: recycle market, reuse, prevention factor, sustainable management, university
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